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le 

d
o
m
i
c
i
l
e
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d
e
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0
3 .p

a
y
s
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n
e
u
t
r
e

 

o

c
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a
n
«
3
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p
r
l
i
s
n
e
a
I
a
l
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p
.
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I

 

uは其

1

.
5
 

5

無國籍人す

5

で
二
重
國

■
人と

M

じく
 

:
兆
人
の
依
所
に
侬

t

跗
性
か
：
忠
む
る
こ
と

4 *
規
足
す

る
に
戕海戰法
規
屮
の
前
椹
條
文
中
に
は 

.
之

か

⑽
へ
‘
'ざり

し
點
じ
於
て
相
へ
違

/ >

る
9
み。

英
米
、
王
義
が
國
籍
の
如
何
を
間
は
ず
一
に

ff
i'所
を
有
す
る
國
に
依
て
其
人
の
國
性
を
定
む

bo

る
の
输
果
、例
.
へ
ば
其
人
，_の
：國
«

ょ
ぅ
：云

は

^
敵
國
人
な
る
も
若
し
中
立
國
に
其
住
所
を
有
す 

る
i

:e
>
な
る
場
合
に
は
彼

^

國
.性
.
.は
，中
立
に
し
て
.隨
て
其
所
有
に
屬
す
る
載
貨
も
亦
中
立
性 

を
，有

す

る

も

の

な

t

之
：に
へ
反
1>
て
其
人

0;
:國
籍
は
本
來
中
立
な
る
.も
住
所
を
敵
國
に
有
す 

る
も
の
な
ら
ん
：

^

は
：彼
の

_

性
は
敵
，に
レ
て
隨
て
彼
の
所
有
に
馬
す
る
載
貨
も
亦
敵
性
を
有

パす
.可
し

:'
0

海
上
捕
獲
。に
圃
し
I英
米
が
人
の
國
性
を

.其
有
す
る
住
所
に
依
て
定
む
る

2>
ま
_
ょ

. 

.
•

旣
k

久
ん
く
行
は
る
：、
所
に
し
て
畢
竟
實
際
上
の
實
利
に
鑑
み
て
此
に
出
で
た
る
も
の
な 

;
K
.々
國
籍

」

に，依

.て
人
の
：國

«

を
定
む

.
る
の
主
義
ば
^
單
純
簡
明
な
る
の
熱
に
於
て
は
最
上
の 

レ
便
神
を
有
す
る
こ
と
疑
な

:^
々
雖

.も
現
に
多
年
敵
：國
に
住
：所
を
有
し

'其
地
に
於
て
營
業
.

「

に
從 

:事
し

.； .

其
.國
の

'粗
税
：を

|負
.擔
し

»

實
上

^

は
'其
國
本

.來
，の
人
民

‘
と
全
く

.同
：.1,

な
る
生
浪
を
營
み 

公
私
と
も
に
其

.國
の

.資
源
に
貢

.献
：し

0

、
あ
る
も
の
な
る
に
其
人
が
單

R

名
義
上
、中
立
.國
の 

國
籍
を
有
す

.，る
の
：故
.を

以
^
.彼
：0
.國

性
5:
.中
立
'と
，ず

る

の

大

陸

主

義

は

餘

に

空

理

に
拘

足

し

.
 

て
實
際
の
事
實

.を
；無

IE
.し

^

名
も
の
に
し

.
て
元
來
：今
日
の
國
際
，法
に
'於
て
尙
ほ
敵
國
秘
有
財 

產
.に
.對
す
る
，
'
.海
.上
-捕
濺
權
の
存
在

‘を

認

む

：
る

は

，
之

.

.に

.依
七
：相
互
に
敵
の

.
»
源
を

.
'減
.殺
：
し
以
て 

舉
爭
の
終

.

.結
を
；速

.力

な

，
，ら

ル

め

ん

乙

と

を

期

：
す.る
.が

：.爲

”
め

，

な
：る
に
事

®
上
に
.は
敵
人
匕
何
等

館
十
二
卷

(

四M
)

論
耽
所
謂
治
外
法
權
國
及
び
敵
由
領
地
に
於
け
る
住
所
第
四
號
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辦，士

】

卷

(

四
ー
ニ)

输
眺
所
謂
治
外
法
醤
袭
敵
農
埤
に
於
け
る
住
所
第
四
鉞 

八
 

遨
別
す
る
所
な
き
も
の
を
單
に
其
人
の
名
義
上
の
國
籍
が
中
立
な
る
の
形
式
^
四
は
れ
て
空 

論
的
に
其
國
性

:*
定
む
，る

^
.謂
大
陸
主
美
は
敵
：國
私
有
.財
產
に
對
す
る
海
上
捕
獲
權
の
存
在 

を
認
む
る
其
根
本
の
原
理
ど
^
盾
す
る
も
の
ヾ

」

云
は

.ざ
る
可
か
ら
ず
。
又
こ
れ
と
全
く
反
姆 

に
本
來
の
國
籍
は
敵
國
に
在
々

W

雖
も
多
年
引
續
&
中
立
國
に
住
所

?:
'
有
ず
る
も
の
な
る
と 

♦

は
彼
は
事
實
上
に
は
其
中
立
»
人
民
と
何
等
差
別
ず
る
所
な
き
も
の
な
る
が
故
に
單
に
國 

M

の
故
を
以
て
彼
を
敵
人

^

し
其
海
上
の
財
產
を
敵
：性
の

も

の
と
し
て
猶
獲
す
る
の
大
陸
主 

義
は
敵
國
叔
有
財
產
に
對
す
る
海

上
捕
獲
權

を
無
用
に
擴
張

す
る
も
の
ビ
の
非
難
を
免
か
る 

、
を
得
ざ
る
可
し
:.
0

斯
の
如
く
英
米
主
：義
に
於
て
は
本
來

.の
敵
人
が
中
立
性
を
有
す
る

乙

ビ 

あ
る
可
く
又
本
來
の
中

- *
人
が
做
性
を
有
す
る
こ
'と
あ
る
ビ
同
じ
く
自
國
に
對
し
て
敵
た

る 

國
の
國
籍
を
有
す
る

R

拘
は
，ら
ず
興
人
が
.多
年
自
國
に
住
所
を
有
す
る
も
の

-な
ら
ん
に
は
彼 

は
海
上
捕
獲
權
の

.關
す
，る
；限

/!
>

に
於v

は
敵
性
を

有
.

せ
し
め
ら
る

>
Z
と
な
き
，其
反
對
に
自 

國
人
ビ
雖
.も
敵
國
に
住
所
を
有
す
る
も
の
な
ら
ん
に
は
彼
は
敵
性
を
有
す
る
乙
と
、
爲
る
可 

b

s
五)

。
此
故
に
英
米
主

_

に
隨

.
へ
ば
人
の
國
性
は
左
表
の
如
く
な
る
可
し

.0

I

住

地

國

國

敵

國

立

國 國

中

立

國

三
、
自

國

敵自

立

國 國 國 國 國 國

立 立 立  

t t 性 性 性 性 性 は

無 無  

敵 敵  

性 性

無

敵

性

(

独
玉

)

以
上の

.

：
}

:

般
論
に
附
隨
し
て
倚
：
ほへ一雈人の

©

性
に
關
し
及
び

(

ニ)

中
立
人

•デ 

有
す

.

>

±

地
に
：生'
じ

? :
4

:

廣
物
は

.
_

何
れ

0

國
性

i

有
マ
る

V

に
關
し
.て言
及
せ
ん 

米
.

主
教
の

.

本
質

^

明
に
す
る
こ
と

^

得
る
普
な

.

.

れ
ど
も
是
等
の

m

點

か
m

.
腧
する 

要

t £
命
こ
と
な
れ
ぱ
之

^

省
.
略
す
可
し
。

敵
國
內

I:
所 

I:
は
一
曆
英 

は
木
綸

U

U.

必

ず

し
.

，I

底：
.

接
.

| :
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論

酣

所

謂

、
治
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姐
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笫

十

二

怨(

四一

四)

論

說

所

爾

治

外

法

權

阈

及

、び

敵

占

傾

地

に

於

'
^
る

住

所

鉻

四

派

 

5

r

CD
-

如
く
英
米
主
義

.は
人
の

«

性
，
51
'
'定
む
る
に

.專
ら
住
所

.に
：重
き
を
®
く
を
以
て
自

6

i

.-

-
.
.
.
.

_

所
ビ
は
何
ゼ
や
ビ
の
間
，題
を
生
.ず
可
し
o
.英
法
に
所

'謂
住
所

(
D
o
m
i
c
i
l
e
)

ビ
は
一
般
•的
に
之
を 

定
義

-L
V

永
住
の
場
所
ビ
云

.ふ
こ
と
を
得
ミ
べ
し

(

K

六)

。

而
し
て
之

R

ニ
純
あ

6

0
凡
を
人
と 

し
て
住
所
を
有
.せ
ざ
る
も
の
あ
る
可
か
ら
ざ
る
乙
と
確
定
.の
原
則
な
る
を
以
て
法
律
ょ

(

ご
子 

の
生
る
 

>
や
其
子
が
嫡
出
子
な
る
ど
き
は
父
の
住
漸
を
與
へ

(

ニ)

若
し
興
子
が
祕
生
子
な
る
と 

き
.は

母

.0
住
所
を
與
ふ

(
三)
父
#

と
1

に
知

^̂
^̂

れ
た
る
，地
を
住
所
：ビ
し

(

四)

認
知
せ
ら
れ
左
る
子
は
其
生
れ
穴
る
と
§
父
の
有
し
た
る
住
所
を 

以
て
其
，住
所
と
す

S

七)

。
此
故
に
其
，住
所
は
法
律
の
定
む
る
所
に

し

て
全
然
不
任
意
的

(

3-
V
O 

1

-cn
t
a
l
y
)

な
6

g
八)

。
.之
を
本
來
の
住
所

(
D

i

m

e 

o
f

 

o
rcr
q
-
l
n

)

ビ
云
ふ
。
然
る
に
其
子
が
成
年
に 

達
し

.た
る

V
J

き
は

0

ら
佐

‘所
を
纖
擇
し
て
之
に
居
る
可
し
。
此
故
に
其
住
听
を
定
む
る
乙
と 

住
意
：的

(
v
d
g
t
a
l
y
)

な
6
。
之
を
選
擇
の
往
听

(Domicile 

o
f

 choice)

と
云
ふ
。
國
性
を
定
む
る
こ 

就
て
實

.際
‘上
重
要
な
る
は
選
擇
の
住
福
な
レ
。

一
八
五
九
年

K
i
n
d
e
r
s
i
e
y

が

L
o
r
d

 

V
.

 

Colvin 

•事

件
に
就
き
住
所
の
詳
密
な

る

定
義
を
與
へ
た
る
は
選
擇
の
住
所
の
意

_

を
明
に
す
る
も

.0
と

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

,

云
ふ
可
し
。

：

即
ち

*

定
義
に
隨
へ
ば

「

人
が
自
分
及
び
其
家
族
の
住
居

(

！

！
§

)

を
任
意
に
定

* 

ソ
.
'
.
i
rl

.

. 

/ 

' 

• 

; .
 

:
 tt

.
 

'■
 

,
 

.
 
.
 

. 

•■ 

•
-
•
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•
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む
る
化
當
り
單
に
特 

は

其

發

.生

が

不

定

な
 

ざ

る

に

至

名

ま^-
は
 

く
其
場
所
を
住
所

V
J

 

(
1

一)

居
：住
，：の

學

實

あ

る
 

ざ

る
’

可
：炉

>

. b

ざ

る

を

0

1

時
：的

®
,

目
的
に
出
で
ず
苟
も
豫
期
せ
ざ
る
事
件
が
發
生
し
若
し
く 

る
爲
め

®

R
他
の
永
住
の
住
家

(
p
e
r
m
a
n
e
n
t

 

h
o
m
e
)
.

を
定
办
ざ
る
可
か
ら 

之

:?
:
‘其
永
住
の
住
家
と
す
る

.の
現
實
な
る
意
.，思

に

出

で

た

る

と
&

正
し 

S

ふ
yfe
九)

.

」

依
て
住
所
に

は(

一)

届
住

?sidence).

の
任
意
な
る

こ
と

蔭
一
〇

) 

t V」

及
.び

(

三)

永
久
に
居
住
す
る
の
意
思
あ

'る
こ
と
の
三
要
件
を
具
備
せ 

知
る
可

し
.。 

'

(

註
六

}

前
^

の
我
悔

J 1

抓
搜
规
程

_

龄
'

四
條
ド
は

【

人
の
住
所
と
は
典
水
住
の
：

‘

地
^

謂ふ

」

と
規
站
せ
り
。
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認
炎
せ
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れ
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所
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;
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.
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.ダ
イ
シ

.
—
と
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.

ス
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1
キ
と
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ダ
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八)

'
.被

後

見

人

：が

後
；.

見
人
：.の
住
所
と
同
じ
住
所

%

有

.レ
製
が
典
犬
と
同
じ
.住所
か
在
す
可
を
こ 

と
も

^

#
の

^

も
る

-̂
.
I:
し

<

本

人

の

仔

宏

に

，
非

，
ざ

ろ

こ

と
■所謂

「

本：來

0

tl
i

所」

と
同
じ
け
れ
ど 

被
後

;1
人
及
、
ひ
梨
の
住
所
ば

「

本
來
の
沾
所

」

|:
,
0非

^

乂
次

1:
記
す
る

「

锁
揮
の
住
所
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敵
占
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一二
 

妹
の
住
■

所
と
.;

見
做
す
も
の

'.V.

如
し
。

(

#
.
.
九)

H
r
o
t
t
e
r

 

s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
,

 

t
o

 

t
h
e
:
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IJb
-

w
 o

f

 

C
o
n
t
r
a
c
t

 

d
u
r
i
n
g

 

W
a
r
,

 

p
.

 

I
I
,

(

註
一
〇

)

疗
隹
の
^ :
^

な
ゐ
こ
と

^

耍
す
と
运
ふ
か
以
て
例
へ

I t

開
戦
の
爲
め

I:

敵
國

1:
抑
留
せ 

ら
れ
| :

る
も
の

_

は
本
來
そ
の
地
に
思
佐
の
意
思

^

さ
も
の
な
る
！

1

他
ょ
リ
强
制
せ
ら
れ
て
留
ま 

i

 

i

の
な
る
が
故

U

斯
る
場
合
に
彼
は
：固
ふ

y

其
地
に
住
所
か
有
す
る
も
の
に
非
す
、隨
て
^
人
 

は
住
所

1C
.

依
>

9

敵
性
か
有
す
可
咅

|;

非
ざ
石
な
リ
。

 

、

斯
の
如
く
住
所
は
之
を

一

般
的
に
定
義
し
て
人
の
永
住
の
場
所
と
云
ふ
の
例
に
し
て
普
通 

民
独
上
の
用
例

i

略

ぼ

一

定

し

た

ぅ

。

，然

る

に

英

法
ft
於
て
は
此
住
所
に
對
し
商
事
上
の
住 

所

(
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 d
o
m
i
c
i
l
e
)

な
る
も
の

?:
認
め
た

6
。
人
の
商
事
上
の
住
所
ビ
は
營
業
の
場
所
を 

云
.ふ
此
商
事
上
の
お

r!
r

K 

0

し
て
前
記
一
般
的
の
住
所
を
民
事
上
の
住
所

(civil 

d
o
m
f
d
l
e
)

 

ビ
云
：へ

b
。
或
は
時
と
し
て
前
者
を
ぼ

a
e or trading 

d
o
m
i
c
i
l
e

ビ
云

a

後
者
を

personal domicile 

と
呼
ぶ

M

と
あ
々
0

而
し
て
通
常
人
の
商
事
上
の
住
所
ビ
民
事
上
の
住
所
ビ
は
多
く

 

I

致
す 

る
の
例
な
れ

ど

も

國
際
交
通
及
び
_

際
迪
商
の
盛
な
る
に
伴
ひ
て
一
人
に
て
其
民
事
上
の
住 

,所

*

伊
國
に
有
す

:̂V

共
に

®

事
上
の

.ft
所
を
乙
國
に
有
し
同
時
に
二
重
の
住
所
を
有
す
る 

の
例
ま
す
輝
出
す
る

.
に
至
れ
$
。
甚
だ
し
_
は
時
と
し
て
，其
商
事
上
の
住
所
の
ニ
國
以

上
':に
淚

ふ
も
の
あ

.
C
V

-0

依

y

.

商
事
.上

の

住

所

と

民

事

上
Q
ft f
'

所

S

を

明

確

に

區

別

す

る
の
要 

ぁ
立
註
ー
.
n
o一
 

.

:

ニ
，：
兩
者
に
は
其
自
的
上
の
相
違
あ

6

0

即

ち

民

*.
上
の
住
所
は 

一

_
入
と
し
て
永
住
す 

る
の
場
所
な
る
化
商
事
上
の
住
所
は
單
に
營
業
の
爲
め
の
場
所
な
り
。

:-
1J

 

,

兩
者

»

v

は
永
住

.

の
^

思
に
就
て
相
違
あ

P
O
即
ち
民
事
上
の
住
所
は
永
久
に
居
住
す 

る
の
：意
思

(
a
n
i
m
u
s
,

 

m
a

n
e

n
d

i
)；

に
出
づ
る

V

の
な

る

R

商
事
上
の
住
所

.

は
永
久
.に居
住
す
る 

……

.

の
意
M ,

な
く
何
時
か
は
再
び
民
事
上
の
ぃ
住
所

R

歸
る
の
.

意
思

(

p
a .
3

u

s
 r

e
v
e
r
t
e
n
d
i)

を
伴
ふ 

も
の
.

な
i

。：

へ
：
，：
与
 

に
'

は
本

®

上
^

相

：
違あ

0
佩
^

な
れ
ぱ
民
事
上

0 -

往
所
は

I

般
に
所 

ン

:

;

謂
住
所
な
れ
ど

^ :

商

事
上

0

住
所
は
實
は
我
民
法
に
所
謂
居
所
を
意
味
す

る
も
の
に

外 

な
ら
ざ
れ
ば
な
办
。

'

四
、
.
兩
者
に
は

■.其
適
用
：に
於
て
相
違
あ

6
。
即
ち
民
事
上
の
住
所
は
常
に
一
般
に

其

人
の 

民
事
上
の
法
性

(legal 

c
h
a
r
a
c
t
e
r
)

を
定
む
る
爲
め
に
適
用
せ
ら
る
、
に
反
し
商
事
上
の
住 

丨
所
は
戰
時
人
の
國
性
を
定
む
る
爲
め

R

特

R

適
用
せ
ら
る
、
も
の
な

6
。

齡十二

卷

(

四)

七}

論

m

，所
謂
治
外
独
襁g

及
仪
敵̂

領
她
に
於
吋
石
胜
昕
<

i

M

i



|

 

' 

i 

f 

つ

，：

：-

\
 

,

,
 

-

r

 

~ 

’ 

：

」

,-.’

へ

.
ぃ 

• 

'

I, 

‘ 

- 

■

箱
十
二
卷(

四一

八)

输)

脱
、
'傷

治

外

法

權

賢

、ひ
敵

卜：！

領

地

に

於

ミ

住

所
‘第

四

號
S
 

I. 

(
哉
一
.一 )

ダ
.ィ
シ
！
の

'
國
.際
私
.法
論(

前
出)

0

^
末
'附
.錄
.に
載
す
る
商
辦
上

0

^

の
II
:

, 

I' 

,
パ
. 

所
と
の
瓯
別
：に，關
す

.る
評
說
は
後
の
多
く
の
取
漭

U

依
て
引
用
せ
ら
れ
現
に
前
記

-ソ
W 

'
ン
タ

!

I

 

の藉ホ

3

中
！

i

も
之

^

抄
•

用
し
た
れ
ど
も
余
は
聊
か
別

| :

見る所

.

あ
リ
ズ
ダ
ィ
ジ
|
の說明とは 

 ̂

、
-

 

異
な

”

? :

る
研
究
法
に
侬
リ
た
沴
。

CK5»KWi3̂3»^33SSR5̂ ^ S
- ぐ - S

-

■;
.

四
： 

.

:

,
海
上
捕
獲
權
の
行
使

.に

.
關
し
人
の
國
性
を
定
む
る
に
英
米
主
義
が
國
籍
に
依
る
大
陸
虫
義 

を
，_

し

專

ら

其

人

の

住

所

に

依

て

之

を

決

す

る

の

點
V

.
於
て
著
し
き
差
違
叔
る
に
止

^

ら
ず 

其
住
所
の
何
れ

^

在
る
.や
を
定
む
る
に
も
必
ず
し
も
普
通
民
法
上
の
用
例
に
見
る
住
所
に
依 

る
こ

と
な
く
別
に
齒
事
上
の
住
所

‘ぼ
る
も

'0
を
認
め
其
人
の
民
事
上
の
住
所
が
何
れ
に
在

‘
る 

を

間

は

ず

苟

も

，敵

®S

に
職

：樂
.を
營
み
隨
て
敵
國
內
に
_商
事
上
の
住
所

5:
有
ず
る
も
の
ビ
認 

む

る

.
と

き

は

其

人

の

國

性

；
を

敵

と

見

.
做

す

の

«

例
.を
維
持
す
る
の
論
據
は
，果

し

て

何

れ
R

在 

^

や
0

テ
I

:

ツ
ラ
.ヴ
T 

I

ス
。
ツ
ク
キ
ツ
ス
乃

'ち
說
明
し
て
日
ぐ
。

.「

是
.等

の

判

例

ょA

柚
象
せ
ら
る
可
き
原
則
は
次

の
如

な
る

可
し
。
樹
ち
敵
國
の
通
常
も 

.
:し
く
は
非
常
の
商
業
に
從
事
す

.る
の
人
：に

"し
' て
其
國
の
住
民
ど
，

.同
一
な
る
基
.礎
ビ
同
一
な 

“
る
-刺
益
^
於
て
之
：を
營
む
ヒ
き

 

一
般
商
.業
內
に
合
，

!

1

せ
ら
る

.
、
も
の
な
る
が
故
に
•其
人
の
所
在
如
何
に
拘
は
ら
す
之
を

沒
收

せ
ら
る

可
&

も 

の
な
り
。
思
ふ
に
此
原
則

.は
®

to
あ
る
も
の
と
云
ふ
可
し
。

葦
し
斯
の
如

S

商
業
は
®
の 

資
源
及
び
败
：入
を
助
け

:0
つ
戰

#

の
^

痛
を
輕
減
す
る
に
直
©
の
效
果
を
有
す
る
も
の
な 

,

れ
ば

a

ぅ
。

0
言
す
れ
ば
之
に
依
ぅ
て
其
國
の
！
造
エ
梁
を
助
成
し
之
ょ
点
生
じ
た
る
全 

.

.部
の
利
得
は
其

.領
土
內
セ
蓄
：續
循
環
せ
ら
れ
隨
て
斯
，の
如
き
商
業

'は
.
*
國
の
臣

K

が'之
を 

營

む

ミ

同

樣

に

，課

®

の
純
正
な
る
自
的
た
‘る
可
け
れ
ば
な
レ
。
果
し
て
然
ら
ば
敵
國
の
保 

諫
と
恩
惠
と
を
享
有
す
る
こ
と
斯
の
如
き
人
が
斯
の
，如
&
商
業
に
關
し
て
其
危
臉
ビ
損
害 

と
■を
.分
擔
す
る
：

.，，こ

.ビ
を
免

.か
^

>
の
.理
.由
.^)
,
る
可

.

.か
?>
'
■
ず
.云
.々
卜(sir 

T
r
a
v
e
r
s 

T
w
i
s
s

 

: 

JL
a
w 

o
f

 Nations' 

2
n
d

 

e
d
,

 

v
o
L

 

II.「
D. 

3
0
8
)

人
_,の
.國
性
を
定

.む
；る
に
其
商

*

上
の
：住
舸
に
.依
る
の
理
論
は
英
國
捕
纖
黎
檢
所
の
往
時
の 

判
例
中
に
屢
々
論
明
サ

&

る
、
所
.に
し
て
其
論
旨
は
右
ッ
ゥ
キ
ッ
ス
の
說
明
に
略
ぼ
盡
き
为 

5

.

0而
し
て
英
米
主
；義
：は

人

の

住

所

に

依V

其
國
性
を
定
む
と
云
ふ
中
に

も

多

年

.
，の

實

例
R 

於
て
其
適
用
を
見
る
は
民
：事
上

.■の
住
所
に
非
ず

し

て
多
く
耽
商
事
上
の
住
所

^

b
。
故
に
人 

の
國
性
は
其
住
所
に
依
て
定
ま
る
ビ
云
ふ
も
實
際
に
は
人
の
國
性
は
典
商
事
上
の
住
所
に
依 

郯
十
ニ
箱

(

四，一九

)

、

論

0

所
謂
外
独
權

_
及
、び
敵
溢
地
に
於
け
:̂
住
所
？ 

. 

I
铖 

一3£
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m

十
5

 

(

四
ニ
〇

)
M

 

M

所跗治

•

外
法
權
國
及
び
敵
I

地
u

於

け

る

住

所

證

诚

.

一
六

て
定
爻
る

^

云
ふ
の

1

層
適
切
な
る
に
如
か
ず
。
之
を
以
て
先
年
の

偷
敦
海

戰
法
會
議
に
際 

し
て
も
英

.：國
政

.府
ば
其

®

# ,(

註

::1)

に
於
て
特
に
此
點
を
切
言
し

*

り
。
叩
ち

' 

•

ニ

、
.
英
國
密
檢
所
に
於
て
採
用
せ
ら
る
、
原
則
は
戰
時
補
獲
せ
ら
れ
た
る
財
產
が
敬
の
财 

產

な

.:
!
)や
_,否
や
を
決
す
る
に
興
所
有
主
の
住
所
を
以
て
主
た
る

5?
素
と
爲
す
に

.
在

ク

&
。

然
れ

ど
も
此
目
的
を
達
す
る
に
は
右
の
原
則
は
之
を
常
に
本
來
の

住
所

d
o
m
s
e

 

o
f 

o
H
g
i
n

 

o
r 

I

I

-の
み
に
限
る
可
か
ら
ず
。
依
て
次
に
記
す
る
所
に
依
て
之
を
適
用
す
可

&

.

.

.も

.の：と
す
。

\

a
中
立
國
に

住
所

を
有
す
と
雖
も
敵
國
に
商

店

(
h
o
u
s
e

 

o
f t

r
a
d
e
)

?:
.
有

す

る

も

の

ょ

に
起

^

す
る
.取
引
に
關
し
て
は
當
該
敵
國
內
に
商
事
上
の
住
听
を
取
得
す
る
も
の
と

見

做
さ
る

。「

但
し
斯
丨
る
所

有
.者
の
；其
他
の
財
產
ば
此
限

^s

に
非
す
。 

パ

b.
商
事
上
の
住
所
は
國
籍
に
伴
ふ
住
所

(domicile 

of n
a
tionality)

に
非
ざ
る

?:
以
て
其

V

か
再
び
歸
來
す
る
の
意
思
な
く

 (sine 

a
m
.
m
o

 
revertendi )

其
££
听

を

善

意

に

て

^

,

し
旭

I

の
住
所
に

S

る
の
實
際
の
手
段
に
出
で
た
る
と
き
は
其
住
听
は
消
滅
す
。

,

•

.

.

.

:

:

ニ

ー

此

原

則

は

箇

人

、

*

合
又
は
會
社
の
；場
合
に
；も
等
し

 

適
用
せ
ら
る
。
但
し
後
ニ
者
の

場
合
に
は
業
務
が
依
て
以
て
支
配
せ
ら
る
場
所
を
以
て
住
所
と
認
め
ら
る
。

-

三
組
合
の
場
合
，

R

於
て
祖
合
員
の
一
人
又
は
二
人
以
上
が
敵
地
に
住
所
を
有
す
る
ど
き

他
の
激
曲
に
依
ぅ
て
敵
如
產
と
し
て
捕
獲
す
る
を
得
ざ
る
財
產
は
組
合
員
の
間
に
坨
趴

f —

,

锻
七
ら

る

A
'i
の
と
推
定
す
。
敵
■
に
住
所
を
有
す
る
組
合
員
に
属
す
る
部
分 

.

は
之

?:
敵
財
產
ビ
見
做

3

る
。

6

 -】

パ
 

二)

 

P
a

r
l

i
a

m
e

n
t

a
r

y

 

B
l

u
e

 

B
O

O
V

M
i

s
c

e
r

N
o

.

 

4
.

 

(
I

G
O

O
)

 

.
p
.

 

i
i
.

'
我
舊

«

上
捕

•獲
親
程
ネ
亦
；商
事
上
の
住
所
を
認
む
る
も

.
の
に
し
て
其
第
四
條

R

A
の
住
？ 

は

其

管

の

？

謂

t

L

て
所

S

.

5
 

2

 

f

 

5る

 ̂

^
時
に
其
但
書
に
双

I

 

人
に

#

て

は

其

主

と

し

て

商

業

を

營

む

の

地

又

は

‘商

業

に

從

事

す

る

領

事

に

付

て

は

其

商

業

斯
の
：如
く
英
.米
生
^

が
住
所
を
以

て

其

人

の

國

慠

を

，定

む

る

に

就

て

は

次

ぎ

に

は

*

住
听 

が
何
れ
i

る
や
I

I

.

る

可

か

參

。

就
I

I

の

住

所

が

何

れ
S

る

や
を
明
確 

す

る

に

非

ざ

れ

ば

其

入
0

國
0£
を
定
む
る
も
得
1

r

般 
>

は
«
.住
所
が
.中
立
國
片
在
：̂

や 

敵
猶
に
在
り
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